
2/15
2011

広報各務原

公園都市＊共生都市＊快適産業都市

火災統計・救急統計まとまる
住宅用火災警報器の早期設置を

かかみがはらっこ●リレーメルヘン
福祉の街●手話サークル はにわ会

クローズアップ●山本智子さん
木曽川学入門●徳田の延命地蔵と忠臣蔵

市・県民税の申告について
安心・安全な街「全国瞬時警報システム」J

ジェイ・アラート

-ALERT

【各務原の歴史散歩　雪の炉畑遺跡】

いつもは緑豊かな公園にたたずむ竪穴式住
居跡。1月中旬の大雪で、その姿は一変。
縄文時代の人々も、こんな雪景色を見てい
たのでしょうか。　　 ⇒詳しくは18ページ

市長からの手紙●厳寒と雪景色



５
月
５
月
3131
日
ま
で
に
ご
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
ま
で
に
ご
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
細　

消
防
本
部
予
防
課
☎
０
５
８(

３
８
２
）３
１
３
７

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器
のの
設
置
期
限

設
置
期
限
迫
る
！

迫
る
！

３
月
１
日
〜
７
日
は
春
季
火
災
予
防
運
動

死
亡
の
多
く
は「
逃
げ
遅
れ
」

　

火
災
発
生
時
は
、
煙
や
炎
を
見
た
り
、

焦
げ
臭
さ
を
感
じ
た
り
と
五
感
に
よ
り
気

づ
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、

就
寝
中
や
仕
切
ら
れ
た
部
屋
で
物
事
に
集

中
し
て
い
る
時
な
ど
は
、
火
災
に
気
づ
く

の
が
遅
れ
る
も
の
。
住
宅
火
災
死
亡
者
の

う
ち
、
毎
年
６
割
の
方
が
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
の
早
期
発
見
に
警
報
器

　

そ
こ
で
、
火

災
の
発
生
を
素

早
く
キ
ャ
ッ
チ

し
、
知
ら
せ
て

く
れ
る
の
が
住

宅
用
火
災
警
報

器
で
す
。
こ
れ
は
、煙
や
熱
を
感
知
し
て
、

音
声
や
ブ
ザ
ー
音
で
火
災
を
知
ら
せ
ま

す
。
火
災
に
早
期
に
気
付
け
る
た
め
、「
逃

げ
遅
れ
」
な
ど
を
防
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
米
国
で
は
設
置
義
務
化
で
住
宅

火
災
の
死
者
数
が
半
減
。
日
本
で
も
警
報

器
の
普
及
で
住
宅
火
災
の
減
少
が
期
待
さ

れ
ま
す
（
平
成
21
年
度
消
防
白
書
よ
り
）。

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
製
品
の
購
入
を

　

警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
購
入
の
際
は
、
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク(

日
本
消
防
検
定
協
会
が
品
質
保

証)

の
あ
る
光
電
式
煙
感
知
器
の
も
の
を

警
報
器
で
「
助
か
っ
た
！
」

　

昨
年
９
月
、
共
同

住
宅
の
２
階
に
住
む

住
民
が
、
鍋
を
過
熱

し
た
た
ま
外
出
し
た

た
め
、
空
だ
き
さ
れ

た
鍋
か
ら
発
煙
。
開
い
て
い
た
窓
か
ら
煙

が
流
出
し
ま
し
た
。

　

近
く
の
住
民
が
警
報
音
と
焦
げ
臭
い
に

お
い
に
気
付
き
、
消
防
へ
通
報
し
、
大
事

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
煙
を
感
知
す
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
効
果
を
発
揮
し
た

事
例
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
、
災
害
時
の
避

難
に
支
援
を
必
要
と
す
る
左
記
対
象
世
帯

に
、
無
償
で
設
置
し
ま
す
。

対
象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
市
災
害

時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
か
つ
下

記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
▽
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
▽
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
２
級
、
３
級
（
１
種
）
所
持
者
が

い
る
▽
療
育
手
帳
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
所
持

者
が
い
る
▽
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所

持
者
が
い
る

申
込　

５
月
10
日
ま
で
に
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
福
祉
総
務
課
・
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
川
島
振
興
事
務
所

の
い
ず
れ
か
へ
提
出
。
申
請
書
は
、
申
込

先
に
あ
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

備
考　

▽
設
置
は
、
寝
室
な
ど
義
務
付
け

ら
れ
た
場
所
の
う
ち
２
カ
所
ま
で
▽
今
回

の
申
し
込
み
が
最
後
と
な
り
ま
す

詳
細　

福
祉
総
務
課
☎
０
５
８(

３
８
３
）

１
１
２
７

住宅用火災警報器

ト
ピ
ッ
ク
ス
：
警
報
器
無
償
設
置
事
業
を
実
施
中

選
び
、
寝
室
や
階
段
の
天
井
・
壁
面
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
消
防
本
部
や

お
近
く
の
消
防
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

設
置
期
限
は
５
月
31
日
ま
で

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限
は
、

今
年
の
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

昨
年
６
月
現
在
、
市
内
の
推
計
普
及
率

は
59
・
７
％
と
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
４
割
の
家
庭
で
は
未

設
置
と
な
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
で
防
げ
る
火
災
も
あ

り
ま
す
。「
大
切
な
命

を
守
る
た
め
」、
早
く

設
置
し
ま
し
ょ
う
。
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エリア 推計普及率 (％ )
 全国 58.4
 岐阜県 43.5
 各務原市 59.7
平成22年6月消防庁公表



3　　　広報かかみがはら 2011.2.15

最
多
出
動
に

　

市
の
22
年
の
救

急
車
出
動
件
数
は

５
３
４
７
件
で
前

年
よ
り
４
４
３
件

増
加
し
、
消
防
本
部

発
足
以
来
最
多
の
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
主
な
出
動

内
容
は
、急
病
、
交
通
事
故
、一
般
的
な
ケ

ガ
で
全
体
の
約
９
割
を
占
め
ま
す
。

　

搬
送
者
は
４
９
９
５
人
で
、
こ
の
う
ち

約
半
数
は
入
院
の
必
要
な
い
軽
症
の
方
で

し
た
。
出
動
で
き

る
救
急
車
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
救
急
車
が

必
要
な
方
の
た
め

に
、
正
し
く
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
、
運
搬
法

や
ケ
ガ
の
手
当

な
ど
を
学
べ
る

救
命
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
家
族
や
自

分
自
身
の
た
め

に
、
講
習
会
を
受
講
し
て
、
正
し
い
知
識

や
技
術
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

開
催
日
時
な
ど
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
広
報
紙
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

22
年
の
救
急
統
計
の
お
知
ら
せ

▼22年中の市の
　主な救急出動内容

急病　
3221件

ケガ
699件

その他
649件

交通事故　
778件

ト
ピ
ッ
ク
ス
：
救
命
講
習
会
を
開
催

救
急
医
療
情
報
案
内
の
活
用
を

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
す

ぐ
医
療
機
関
に
か
か
り
た
い
時
は
、
救

急
医
療
情
報
案
内
☎
０
５
８
（
３
８
２
）

３
７
９
９
が
便
利
で
す
。
年
中
無
休
24
時

間
体
制
で
医
療
機
関
を
ご
案
内
し
ま
す
。

救
急
事
故
を
防
ご
う

　

事
故
や
ケ
ガ
の
中
に
は
、
少
し
気
を
つ

け
れ
ば
防
げ
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

日
々
、身
の
回
り
の
危
険
に
気
配
り
を
し
、

特
に
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
い
る
家
庭
で

は
、家
族
み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
到
着
ま
で
に
す
る
こ
と

　

救
急
車
到
着
ま
で
は
、
呼
吸
の
状
態
や

顔
色
な
ど
を
観
察
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
心

肺
蘇
生
法
や
止
血
な
ど
応
急
手
当
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
健
康
保
険
証
、
お

薬
手
帳
や
薬
袋
、
持
病
や
過
去
に
か
か
っ

た
病
気
メ
モ
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
、
ペ
ア
出
動

　

心
肺
停
止
な
ど
一
刻
を
争
う
重
症
者
を

搬
送
す
る
場
合
な
ど
は
、
傷
病
者
の
方
へ

の
負
担
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
、
継
続

し
て
応
急
手
当
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
救
急
隊
と
消
防
隊
が

ペ
ア
で
出
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
生
命
を
救
う
た
め
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
乳
児
）

日
時　

３
月
20
日
（
日
）　

午
後
１
時
〜

４
時

場
所　

消
防
本
部
研
修
室（
那
加
桜
町
１
）

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

内
容　

乳
児
（
１
歳
未
満
）
の
救
急
法

持
参
品　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

３
月
18
日
ま
で
に
消
防
本
部
救
急

警
防
課
へ

備
考　

▽
修
了
証
を
発
行
▽
５
人
未
満
は

中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す

詳
細　

消
防
本
部
救
急
警
防
課
☎
０
５
８

（
３
８
２
）３
５
９
６

22
年
の
火
災
統
計
ま
と
ま
る

　

平
成
22
年
の
総
出
火
件
数
は
52
件
。
内
訳
は
、
建
物
火
災
27
件（
前
年
比
12
件
増
）、林

野
火
災
３
件（
同
１
件
増
）、車
両
火
災
５
件（
同
３
件
減
）、そ
の
他
火
災

17
件（
同
１
件
増
）で
、全
体
で
前
年
よ
り
11
件
増
加
。損
害
額
の
合
計
は
、

１
億
２
８
５
７
万
２
千
円
で
、前
年
よ
り
３
８
７
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

３
月
１
日
〜
７
日
は
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
「
消
し
た
か
な 

あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉
」
を
統
一
標
語
に
全
国
で
実
施

し
ま
す
。
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
大
変
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
火
の
用
心

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

消
防
本
部
予
防
課
☎
０
５
８(

３
８
２
）
３
１
３
７

主な出火原因 件数 (前年比 )
たばこ  4 件 ( － 4件 )
火遊び  3 件 ( － 1件 )
放火・放火の疑い  3 件 ( － 2件 )
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申
告
の
受
付
は
２
月

申
告
の
受
付
は
２
月
1616
日
か
ら
で
す

日
か
ら
で
す

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
各
務
原
市
に

住
所
が
あ
る
方
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
前

年
中
の
所
得
を
市
に
申
告
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
期
限
（
３
月
15
日
）
間
近
に
な
る

と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
所
が
な
く
て
も
市
内
に
事
務

所
、事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷
が
あ
る
方
は
、

均
等
割
が
課
税
と
な
る
た
め
、
申
告
が
必

要
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

●
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
各
務
原
市
に

住
所
が
あ
る
方
。

●
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
お
よ
び
退

職
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
、

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け

た
方
（
主
た
る
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

な
ど
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
の
な

い
方
で
も
、
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て

は
、
申
告
が
必
要
で
す
）。

●
所
得
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
な
方
。

　

次
の
様
な
場
合
は
、
所
得
が
な
く
て
も

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
を
受
け
る

▼
福
祉
年
金
や
児
童
手
当
を
受
給
す
る

▼
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
す
る

▼
所
得
・
課
税
証
明
書
な
ど
が
必
要

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

●
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
さ
れ
た
（
す
る
）
方

●
昨
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
の
方

で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

●
昨
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
な
ど
に
よ

る
雑
所
得
だ
け
の
方（
社
会
保
険
料
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受

け
る
方
は
、
提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
）

●
所
得
が
な
い
方
で
、
市
内
在
住
の
親
族

が
扶
養
親
族
と
し
て
申
告
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
税に関するお知らせ

申
告
の
相
談

申
告
の
相
談

　

個
人
の
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に
つ

い
て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
間　

２
月
16
日
〜
３
月
15
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
役
所
本
庁
１
階
税
務
課

申
告
書
の
提
出

申
告
書
の
提
出

期
間　

２
月
16
日
〜
３
月
15
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
役
所
税
務
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
川
島
振
興
事
務
所

備
考　

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
川
島

振
興
事
務
所
で
は
、
書
類
の
お
預
か
り
は

３
月
15
日
ま
で
と
な
り
、
内
容
の
確
認
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
期
限
後
は
、
税
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

郵
送
受
付

郵
送
受
付

　

窓
口
ま
で
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

　

申
告
書
に
住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
必
要
事
項
（
所

得
や
控
除
な
ど
）
の
記
入
漏
れ
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
押
印
の
う
え
、
〒
５
０
４

の
８
５
５
５
、
那
加
桜
町
１
丁
目
69
番
地

市
役
所
税
務
課
市
民
税
第
１
係
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

備
考　

申
告
書
は
、
前
年
に
市
民
税
・
県

民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
な
ど
へ
１
月
下

旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元
に
申

告
書
が
無
い
場
合
は
、
市
役
所
税
務
課
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
川
島
振
興
事

務
所
で
も
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）１

１
１
４

市・
県
民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

市・
県
民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
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自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交
通

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的

と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
保
険
・
共
済
で
す
。
特
に
車
検
制
度

の
な
い
原
動
機
付
自
転
車
・
２
５
０
㏄
以

下
の
軽
二
輪
自
動
車
は
期
限
切
れ
、
か
け

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）４
７

０
３

軽
自
動
車
税
な
ど
に
関
す
る
お
知
ら
せ

廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

軽
自
動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用

含
む
）な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
手
続
き
を
さ

れ
て
も
、
平
成
23
年
度
分
の
税
金
は
全

額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
車
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
も
同

様
で
す
。
早
め
に
廃
車
・
名
義
変
更
な

ど
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
廃
車
手
続
き
の
方
法
・
受
付

場
所
は
種
別
に
よ
り
異
な
り
ま
す
（
下

表
参
照
）。

備
考　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

へ
被
害
届
を
出
し
た
う
え
で
、
所
有
者

の
印
鑑
を
持
参
し
て
税
務
課
へ

減
免
申
請
は
５
月
24
日
ま
で
に

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
（
ま

た
は
知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
・

18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
と
生
計
を

自
賠
責
保
険
・
共
済
の

期
限
切
れ
に
ご
注
意

と
も
に
し
て
い
る
方
）の
所
有
す
る
軽
自

動
車
な
ど
で
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
た

め
に
使
用
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

新
た
に
減
免
を
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車

な
ど
は
、
５
月
24
日
ま
で
に
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い（
申
請
期
限
を
過
ぎ
る

と
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

申
請　

印
鑑
・
各
障
害
者
手
帳
・
運
転
免

許
証
・
車
検
証
な
ど
を
持
参
し
て
税
務
課

へ備
考　

▽
減
免
が
受
け
ら
れ
る
車
は
、
普

通
自
動
車
を
含
め
て
、
１
人
に
つ
き
１
台

▽
障
が
い
の
等
級
に
よ
り
判
断
さ
れ
ま
す

　

口
座
振
替
を
す
る
と
、
納
め
忘
れ
も
な

く
大
変
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
申
込　

預
貯
金
口
座
の
あ
る

市
指
定
の
金
融
機
関
へ
申
込
（
保
育
料
・

学
童
保
育
料
、
住
宅
使
用
料
お
よ
び
下
水

道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
不
可
）。
市
税
、
国
保
に
つ
い

て
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
は
「
口
座
振
替

は
が
き
」
に
よ
る
申
込
も
で
き
ま
す
。

振
替
口
座
の
変
更　

取
扱
金
融
機
関
や
引

き
落
し
口
座
、
口
座
名
義
人
を
変
え
る
場

合
は
、「
新
規
」
と
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
廃
止　

口
座
を
解
約
す
る
時

や
、
口
座
振
替
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
廃
止
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
な
ど　

口
座
振
替
は
申

込
月
の
翌
々
月
以
降
の
月
末
納
期
分
か
ら

開
始・変
更・廃
止
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

２
月
中
に
新
規
申
込
み
す
る
と
４
月
以
降

の
月
末
納
期
分
か
ら
開
始
に
な
り
ま
す
。

備
考　

▽
保
険
料
の
年
金
天
引
き
な
ど
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
▽
口
座
振
替
の
で
き
る
科
目
や
口

座
振
替
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、

広
報
紙
２
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）４

７
０
３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
税に関するお知らせ

軽自動車などの廃車手続き
種　　　別 手続きをする場所 持　参　品

 ●原動機付自転車
  　（125㏄以下）
 ●小型特殊自動車
  　（農耕作業用など）

　市役所税務課税制係
　☎058（383）4703

 ・所有者の印鑑 (同一世帯以外の
 　代理人が申請される場合は委任状）
 ・ナンバープレート
 ・標識交付証明書

 ●軽自動車
  　（三輪、四輪）

　岐阜県軽自動車協会
　岐阜市柳津町高桑西5-28
　☎058（279）1561

　左記の窓口にお尋ねください。

 ●二輪車
  　（125㏄超）

　岐阜運輸支局
　岐阜市日置江2648-1
　☎050（5540）2053

　左記の窓口にお尋ねください。

税
金
な
ど
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で



報
を
収
集
し
、
地
震
の
揺
れ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
直
下
型
地
震
な
ど
技
術
的
に
放

送
が
間
に
あ
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

東
海
地
震
注
意
・

予
知
情
報

　

す
ぐ
に
揺
れ
が
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
震
の
発
生
に
十
分
警
戒
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
東
海
地
震
は
必
ず
予
知
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
・

大
規
模
テ
ロ
情
報
な
ど

　

放
送
後
、
す
み
や
か
に
屋
内
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
で
そ
の
後
の
情
報
を
収
集
し
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

J-ALERT
全国瞬時警

報システム

安全・安心な
街をめざして

3月から運用開始！
ジ ェ イ

・ ア ラ
ー ト

　大地震や他国からの攻撃など、緊急事態発生時に市の災害情報スピーカーで情報をお知らせ
する「全国瞬時警報システム」（通称：J

ジェイアラート

-ALERT）を、3月1日から導入します。
　放送の意味や内容、また放送後の対処について前もって把握して、緊急時に備えましょう。

詳細　総務課☎058-383-1190

人工衛星

緊急地震速報

消防庁

市役所 災害情報スピーカー

自動放送

ミサイル・テロ

　

現
在
、
全
国
で
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
通
称　

Ｊ―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
導
入
の

た
め
の
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
の
３

月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

瞬
時
に
緊
急
情
報
を
伝
達

　

Ｊ―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
大
規
模
な
地
震
や
、

他
国
か
ら
の
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
事
態

が
発
生
し
た
場
合
に
、
国
か
ら
の
緊
急
情

報
を
人
工
衛
星
を
経
由
し
て
受
信
し
ま

す
。そ
し
て
、市
の
災
害
情
報
ス
ピ
ー
カ
ー

と
戸
別
受
信
機
で
自
動
的
に
放
送
し
、
緊

急
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
斉
、
か
つ

瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

放送までの流れ わずか数秒で情報送信！

　

放
送
を
聞
い
た
後
、
落
ち
着
い
て
安
全

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族

や
地
域
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

放
送
さ
れ
る
緊
急
情
報
の
種
類
と
内
容

に
つ
い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。緊

急
地
震
速
報

　

周
囲
の
状
況
に
あ
わ
せ
、
あ
わ
て
ず
に

ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
そ
の
後
の
情

　

放
送
を
聞
い
た
ら

　

落
ち
着
い
て
行
動
を

　

自
動
放
送
の
た
め
、
時
間
帯
に
関
係

な
く
一
斉
放
送
さ
れ
ま
す
▽
緊
急
地
震

速
報
の
チ
ャ
イ
ム
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
国
民
保

護
の
サ
イ
レ
ン
音
は
国
民
保
護
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
試
聴
で

き
ま
す
▽
国
民
保
護
情
報
は
７
ペ
ー
ジ

の
４
項
目
以
外
に
も
、
事
態
に
応
じ
た

内
容
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
放
送
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Attention!

ご
注
意
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森　真 ～少年の日々～

厳寒と雪景色

　

夏
が
猛
暑
の
と
き
冬
は
厳
寒
と
い
い
ま

す
が
、
ま
っ
た
く
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。

　

北
海
道
や
東
北
地
方
か
ら
の
転
勤
者
が
、

「
岐
阜
県
の
冬
は
寒
い
で
す
ね
え
」
と
言
う

そ
う
で
す
。
内
陸
部
で
、
伊
吹
お
ろ
し
の

寒
風
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
春
、
久
し
ぶ
り
に
市
内
一
面
雪
景
色

に
な
り
ま
し
た
。
積
雪
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
登
校
日
で
あ
っ
た
た
め
、
雪
だ
る

ま
や
雪
の
か
た
ま
り
の
投
げ
っ
こ
な
ど
、

た
の
し
く
雪
に
遊
ぶ
子
ら
の
姿
が
見
ら
れ

ず
残
念
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
青
少
年
期
よ
り
、
雪
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
く
に
都
市

部
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
、
温
暖
化

で
降
雪
量
が
昔
と
比
べ
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

数
年
前
、大
雪
の
あ
る
休
日
の
朝
、偶
然
、

学
び
の
森
の
前
を
通
り
ま
し
た
。
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
、
大
声
で
笑
い
さ
け
び
な

が
ら
、
雪
の
玉
の
投
げ
っ
こ
や
雪
だ
る
ま

な
ど
に
興
じ
て
い
る
光
景
に
出
会
い
ま
し

た
。

　

私
は
思
わ
ず
車
を
降
り
、
真
っ
白
な
雪

景
色
の
な
か
で
、
の
び
の
び
、
思
い
っ
き

り
遊
ん
で
い
る
少
年
少
女
の
姿
に
懐
か
し

さ
を
感
じ
、
し
ば
ら
く
見
と
れ
て
い
ま
し

た
。

　

誰
で
も
も
っ
て
い
る
、
少
年
の
日
々
の

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
あ
の
頃
は

も
っ
と
雪
が
た
く
さ
ん
降
り
、
積
雪
も

深
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

雪
が
深
い
と
、
登
下
校
時
に
は
幾
分

苦
労
を
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
、
日
常
と
ガ
ラ
リ
違
っ
た
美
し
い
雪

景
色
に
心
が
踊
っ
た
も
の
で
し
た
。
下

校
時
や
休
み
の
日
な
ど
は
、
遊
び
仲
間

が
集
ま
り
、
雪
合
戦
や
雪
だ
る
ま
に
熱

中
し
た
も
の
で
す
。

　

家
で
「
雪
は
い
い
な
、
明
日
も
積
も

る
と
き
れ
い
で
遊
べ
る
し
」
と
言
い
ま

し
た
ら
、
母
親
か
ら
「
と
ん
で
も
な
い
、

雪
ど
け
や
あ
と
の
掃
除
は
誰
が
す
る
の
」

と
し
か
ら
れ
た
。
雪
景
色
は
、
少
年
の

日
々
を
思
い
出
す
。

種
別

放
送
内
容

緊
急
地
震
速
報
（
震
度
５
弱
以

上
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
る
場
合
）
♪
緊
急
地
震
速
報
の
チ
ャ
イ
ム

「
緊
急
地
震
速
報
。
大お
お

地じ

震し
ん

で
す
。
大
地
震
で
す
」

東
海
地
震
注
意
情
報

♪
ピ
ン
・
ポ
ン
・
パ
ン
・
ポ
ン

「
た
だ
い
ま
、
東
海
地
震
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
情
報
に
注
意
く
だ
さ
い
」

東
海
地
震
予
知
情
報

♪
ピ
ン
・
ポ
ン
・
パ
ン
・
ポ
ン

「
た
だ
い
ま
、
東
海
地
震
予
知
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
情
報
に
注
意
く
だ
さ
い
」

【
地
震
情
報
】

種
別

放
送
内
容

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
（
２
回
）。
当
地
域
に
着
弾
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
屋
内
に
避
難
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

航
空
攻
撃
情
報

「
航
空
攻
撃
情
報
（
２
回
）。
当
地
域
に
航
空
攻
撃
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
屋
内
に
避
難
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊

攻
撃
情
報

「
ゲ
リ
ラ
攻
撃
情
報
（
２
回
）。
当
地
域
に
ゲ
リ
ラ
攻
撃
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
屋
内
に
避
難
し
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

大
規
模
テ
ロ
情
報

「
大
規
模
テ
ロ
情
報
（
２
回
）。
当
地
域
に
テ
ロ
の
危
険
が
及
ぶ
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
屋
内
に
避
難
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
」

【
国
民
保
護
情
報
】

す
べ
て
最
初
に 　

国
民
保
護
の
サ
イ
レ
ン
14
秒

　

放
送
の
種
類
と
内
容

地
震
に
関
す
る
情
報
と
、
他
国
か
ら
の
攻

撃
な
ど
国
民
保
護
の
情
報
が
流
れ
ま
す
。

低高 警戒度
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受講期間　4月1日～6月 8日
（各教室 8回）
日程　下表のとおり
費用　親子教室は 5600 円、そ
の他 5300 円（傷害保険料含）
申込　市民プール、市役所総合
案内、市民サービスセンター、
総合体育館、スポーツ課、ライ
フデザインセンター、川島振興
事務所にある申込書（市ウェブ
サイトからもダウンロード可）
を記入し、2月15日～3月7日
にいずれかの窓口、または〒50
9-0143 鵜沼小伊木町 4-300、
市民プールに郵送または
058-370-6507（要送付確認）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納

入 ▽受講料の返金不可 ▽親子教
室は年少(3歳児 )までのオムツ
のとれた幼児と保護者が対象 ▽小
学生・幼児・ミックス教室は、保護
者が申込 ▽抽選日は印鑑・受講料
を持参し抽選10分前までに来場

▽教室の途中変更不可 ▽妊婦の
申込不可 ▽教室前後の遊泳無
料。ただし幼児は保護者同伴 ▽定
員に満たない教室は追加募集有
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

←

←

　市民プールでは、お子さんを
対象にしたスイミングやダンス
スクールを開講しています。4
月から新規募集も始まりますの
で、せび、体験してみませんか。
期日　2月27 日(日)　　　　　
【スタジオ教室「キッズダンス」】
日程　 ▽幼児＝ 10:00～ 10:50

▽小学生＝ 11:00～11:50
場所　市民プール 2 階スタジ
オルーム
定員　 ▽幼児(年中・年長児)＝
15人 ▽小学生＝20人(申込順)
費用　1人 200 円
持参品　動きやすい服装、室内
専用靴、タオル、飲物など
備考　保護者の見学一部可。
【水泳教室】
日程　 ▽幼児＝11:00～ 12:00

▽小学生＝ 10:00～11:00
場所　幼児用、25ｍプール
定員　 ▽幼児(年少～年長児)＝
20人 ▽小学生＝30人(申込順)
費用　1 人 100 円
持参品　水着、ゴーグル、水泳
帽子 (幼児は赤色 )など
【共通事項】
備考　

△

対象は新年度4月から
の学年

△

以前体験した方、現在
教室受講者は除く
申込と詳細　2月15日の10:00
～ (11:00 ～電話も可。来場の
方を優先）市民プール (鵜沼小
伊木町 4) ☎ 058-370-6506

スイミングやヒップ
ホップを体験しよう

岐阜放送局岐阜放送局

番号 教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1

成人
月 10:30 ～ 11:30

成人の男女

30人
9:00 

3

月

13

日

(日)

2 火 20人
3 金 20:00 ～ 21:00 20 人
4
ヘルシー

水
10:30 ～ 11:30

20 人
9:155 金 20人

6 マスターズ 火 10人
7 アクア
　ビクス

火 13:30 ～ 14:30 女性 35人 9:30
8 土 19:00 ～ 20:00 35 人

9 親子 土 10:30 ～ 11:30 幼児と保護者
※備考参照

25組
50人 9:45

10

幼児

月

16:00 ～ 17:00 各
30人

10:00
11 火 10:20
12 水 10:40
13 金 11:00
14 土 14:30 ～ 15:30 11:20
15

ミックス

月

17:00 ～ 18:00 幼児(年中・年長向き)
～

小学生 (低学年向き）
※備考参照

各
45人

11:40
16 火 13:00
17 水 13:25
18 金 13:50
19 土 15:30 ～ 16:30 14:15
20 土 16:30 ～ 17:30 14:40
21

小学生

月

18:00 ～ 19:00 小学生
※備考参照 各

45人

15:05
22 火 15:30
23 水 15:55
24 金 16:20
25 土 17:30 ～ 18:30 16:45

平成17年4月2日～
平成20年4月1日
生まれの方
※備考参照

幼児～成人対象に
第 1期水泳教室開講
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NHK岐阜開局70周年記念ドラマ「恋するキムチ」いよいよ放映 !
各務原キムチを題材にした、各務原の魅力がいっばいのドラマです。
全国から反響が大きく、全国放送 (3月 21日 13:05 ～<総合>) も決定しました !!
放送　 2 月 18日（金）　19:30 ～ 20:43 ( 総合テレビ・中部 7県 )
出演　 貫地谷しほり、ユナク（超新星）、八名信夫、小島藤子、北見敏之ほか
詳細　 「恋するキムチ」公式サイト　http://www.nhk.or.jp/gifu/kimchi/



健康増進パワーアップ事業
トレーニング講習会

　総合体育館・市民プールのト
レーニングルーム利用には「ト
レーニング講習会受講証」が必
要です。お持ちでない方は、こ
の講習会を受講してください。
日程　

△

市民プール=3月 9日
（水） 19:00～

△

13日（日）・18
日 (金)　10:00 ～

△

総合体育
館 =3 月 12 日（土） 9:00 ～、
17日 (木 ) 13:00～、28日（月）
19:00 ～
対象　高校生以上
定員　各回 30人（抽選）
費用　250円
備考　

△

はがきは1人 1枚

△

申
込少数の時は中止する場合あり
申込と詳細　往復はがきに「住
所、氏名、ふりがな、電話番号、
性別、生年月日（年齢）、希望会
場と希望講習日、トレーニング
講習会受講希望」と明記し、3
月１日（必着）までに

△

総合体
育館 (那加太平町2)は〒504-
8555 那加桜町 1-69、スポー
ツ課☎ 058-383-1231

△

市民
プールは〒 509-0143 鵜沼小
伊木町 4-300、市民プール☎
058-370-6506

小・中学生卓球講習

日時　3月 27日（日）9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町）
対象　市内在住、在学の小中学
生の方
費用　 ▽小学生＝１00円 ▽中学
生＝ 200円
申込と詳細　3月11日までに市
卓球協会・岩野☎ 058-382-5
522

イングリッシュ・
バス・ツアー

各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　http://www.city.kakamigahara.lg.jp
              　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.lg.jp

食卓は人を育てる
家族がつながる

　家庭の食卓から家族の姿につ
いて一緒に考えてみませんか。
ご来場をお待ちしています。
日時　3月18日～20日のいず
れも 10:00 ～ (18 日は 19:00、
19日は 17:00、20日は 15:00
終了 )
場所　産業文化センター1階あ
すかホール (那加桜町 2)
内容　

△

子ども体験コーナー(ア
クリルたわし、カード )

△

ミニ
講習 (20 分でつくる朝食、お
やつ、重曹掃除など )

△

パネル
展示 (家庭の朝の様子、高校生
のお弁当、家事の工夫など )

△

販売コーナーなど
費用　大人 500 円、小中高生
100円
詳細　岐阜友の家☎ 0575-28-
6836

親子教室で
ピンポン遊び !

　福祉の里では、体操や手遊び
など楽しい親子教室を開催中。
3月はたくさんのピンポン球の
ボールプールで遊びます。
日時　3 月 2 日（水）13:30 ～
15:00
場所　福祉の里アリーナ (須衛
稲田 7)
対象　乳幼児親子
申込　当日会場受付
備考　地下1階「なかよし広場」
に遊びにきませんか。乳幼児と
付き添いの方なら、いつでもだ
れでも利用できる
施設です
詳細　福祉の里☎
058-370-7500

　国際交流員・英語指導員と一
緒に行く、日帰りバスツアー。
車内も英語で進行し、英語と中
山道ハイキングを楽しみます。  
日時　3 月 15日（火）　8:50 ～
17:00( 雨天決行 )
場所　中央図書館北側 (那加門
前町 2) 集合・解散～馬籠宿・
妻籠宿 (中津川市 )　
定員　30人 ( 抽選 )
費用　

△

一般＝4000 円

△

国際協
会会員=3000 円 (当日支払・昼
食込み )
備考　3月11日12:00～はキャ
ンセル料（3000 円）が発生
申込と詳細　2月28日(必着）ま
でに「郵便番号、住所、氏名、ふり
がな、電話番号、国際協会会員か
どうか」を明記し、往復はがきの
方は〒 504-8555 那加桜町１-
69、観光文化課内各務原国際
協会事務局☎ 058-383-1426、
メールの方は件名に「イング
リッシュ・バス・ツアー」と書
いてkia@city.kakamigahara.
gifu.jp

広報紙、ウェブサイトで
あなたの趣味をPR!

　あなたの趣味の作品紹介や、
サークル募集などをしません
か。気軽にお電話ください。
対象　市内在住の方
内容　広報紙「ギャラリー」「み
んな集合」、市ウェブサイトいきい
きマガジン「自慢の一品」など
備考　応募規定などは、お問い
合わせください
申込と詳細　秘書広報課☎ 05
8-383-1111 内線 2151
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テクノプラザCAD
研修

【3D アセンブリデザイン V5】
期間　2月21日～22日(2日間)
費用　4万 7600 円
【入門AUTO】
期日　2月 22日 (火)
費用　7000 円
【ドラフティングV5】
期日　2月 25日 (金)
費用　2万 3800 円
【共通事項】
備考　 ▽市の補助制度あり ▽費
用は県内の方 ( 大企業は除く )
申込と詳細　VRテクノセンター
☎ 058-379-6370

交通事故発生状況交通事故発生状況
　　　　　　　　　　(前年比)
人身事故　　59件　   － 4件　
死者　　　　　0人 　  － 1人
負傷者　　　78人　       0 人
物損事故　 399 件 　  － 8件
   ( 平成 23年 1月 27日現在 )

　精神科医がわかりやすく心の
病についてお話します。
日時　３月10日(木)　13:45～
15:00
場所　長良川スポーツプラザ
（岐阜市長良福光青襖 2070-7）
定員　50人（申込順）
内容　 ▽「精神科入門～心の
病って何？」勝智子・社団法人
岐阜病院精神科医師

▽こころの健康相談
開催（希望者のみ）
申込と詳細　(社) 岐
阜病院☎ 058-259-
3366

心と身体の健康講座

　岐阜市民病院の医師、管理栄
養士がお話しします。どなたで
も参加できますので、気軽に申
し込んでください。
日時　2月26日（土）14:30～
16:00(受付 14:00～ )
場所　岐阜市民病院3階看護学
校講堂（岐阜市鹿島町7-1）
内容　 ▽「循環器疾患のリスク
ファクターとは」荒井正純・岐
阜市民病院第一内科部長 ▽「知っ
ておきたい慢性腎臓病について」
高橋浩毅・同腎臓内科部長 ▽「心
臓病・腎臓病に対する食事療法
～その内容と効果について～」
原可奈子・同栄養管理室管理栄
養士
申込と詳細　2 月 18 日までに
岐阜市民病院☎058-251-1101

　小学校での 1
年間の思い出を
まとめて飾ろう!
日時　3 月12日
（土）　10:00 ～
12:00
場所　川島ライフデザインセン
ター (川島河田町 )　
対象　市内在住の小学５・６年生
定員　20人 ( 申込順 )
内容　思い出写真を酸化しない
専用ペーパーで飾り、12インチ
のスクラップブッキングを作製
費用　500円
講師　若原法子・㈱サクラクレ
パスメモラビリアートスクラッ
プブッキング講師
持参品　L判写真 5枚程度、は
さみ、定規、スティックのり、
筆記用具
申込と詳細　2月22日～直接、
川島ライフデザインセンター☎
0586-89-3686( 電話で仮受付
もできます )
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異文化紹介講座
中国語を学ぼう

　ネイティブの講師が、中国の
さまざまな文化を紹介して参加
者の方との交流をはかり、国際
的な文化理解を深めます。  
日時　3 月17日（木）　14:00 ～
16:00
場所　産業文化センター2階第
3会議室 (那加桜町 2)　
定員　30人 ( 抽選 )
費用　1000 円、国際協会会員
は 500 円
申込と詳細　2月28日(必着）ま
でに「講座名、郵便番号、住所、
氏名、ふりがな、電話番号、国
際協会会員かどうか」を明記し、
往復はがきの方は〒504-8555 
那加桜町１-69、観光文化課
内各務原国際協会事務局☎
058-383-1426、メールの方は
件名に「中国語を学ぼう講座」と
書いて kia@city.kakamigaha
ra.gifu.jp

思い出をアルバムに
スクラップブッキング

岐阜市民病院
第 3回公開講座

　再利用できる物の情報を登録
し、無償で希望者に提供します。
登録は電話でできます。気軽に
お電話ください。
【使ってください】

▽ストーブガード ▽学習机 ▽介
護用チェアー ▽高齢者散歩用手
押し車 ▽ DVDレコーダー
【さがしています】

▽ 自転車各種 ▽スノーボード
セット ▽電子ドラム ▽電子オル
ガン ▽キックボード
【共通事項】
対象　市在住の方
登録有効期間　3 カ月
備考　1月 27日現在の状況
詳細　環境政策課☎ 058-383-
4230

ご利用ください
不用品交換銀行



シティマラソン開催に
ご協力ください

　かかみがはらシティマラソン
開催に伴い、３月 6日 ( 日 ) は
交通規制を行います。
【通行止め区間】

　上図のとおり交通規制を行い
ます。う回路として、国道 21
号をご利用ください
日時　3月 6日（日）　9:30 ～
11:30　
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231
【ふれあいバスの運行】
　同日午前中のふれあいバス
（循環休日線、東部南部休日線）
は下記バス停を通過します。
通過バス停　 ▽新鵜沼駅行き東
部南部休日線＝下切町、航空宇
宙科学博物館前、グリーンスタ
ジアム前、松本町 2 丁目 ▽循
環休日線＝パターゴルフ場前、松
本町 2 丁目、グリーンスタジア
ム前、航空宇宙科学博物館前、
各務原工業団地 (左廻りのみ )
備考　 ▽岐阜バス「下切」「下切
西口」を循環休日線、新鵜沼駅
行き東部南部休日線の臨時バス
停とします ▽正午～通常運行し
ます
詳細　商工振興課☎ 058-383-
9912
【航空宇宙科学博物館の開館】
　航空宇宙科学博物館の周辺が
マラソンコースとなり、9:30 ～
11:30は進入禁止区域になりま
すが、当博物館は休まず開館し
ています。皆さんのご来館をお
待ちしています。
詳細　かかみがはら航空宇宙科
学博物館☎ 058-386-8500

文

各務原
浄化センター

かかみがはら
航空宇宙科学博物館

勤労青少年運動場

前渡不動

三井山

●

●

グリーン
スタジアム

●

　一般競争入札で市有財産 (公
用車 )を売却します。
売却物件　 ▽車両ナンバー=岐
阜88ろ2332 ▽登録年月=平成
9年 1月 ▽走行距離=178,377
ｋｍ ▽車種=トヨタハイエース
（身体障がい者輸送車） ▽総排気
量 =2430cc ▽ 車検 = 車検切
れ（平成 23年 1月 12日まで）

▽形式 =GA-RZH133S
受付日時　2月15日～ 3月2日
9:00 ～ 17:00（土日曜日は除
く）
受付場所　市役所本庁2階福祉
総務課 (那加桜町 1)
入札最低価格　8万円 ( 消費税
込 )
開札　3月3日（木） 15:00～市
役所本庁 4階第 1会議室
備考　 ▽入札書などは福祉総務
課にあるほか、市ウェブサイト
からもダウンロードできます ▽

最高額で申し込まれた方を購入
決定者とし、同額の場合は抽
選とします ▽購入決定者とは 1
カ月以内に売買契約を結び、購
入代金の支払いは、契約日から
７日以内の全額払いとします ▽

購入代金のほか、レッカー移動
費、契約書の印紙代、名義変更手
続きなどの諸経費が必要です ▽

受付申込期間中は公売対象車両
の現状確認が可能です（原則平
日 10:00 ～ 15:00）。電話で予
約してください ▽詳細は福祉総
務課または市ウェブサイトでご
確認ください。
詳細　福祉総務課☎ 058-383-
1127

公用車を売却します

　 市制定の「美し
いまちづくり」を
推進するため、3
種類の啓発看板
を生活環境課で
配布しています。
看板種類　

△

気をつけよう親の
ポイ捨て子が真似る

△

ぽい捨て
しないで

△

フンの後始末は飼い
主の義務です
備考　

△

数に限りがあります

△

設置に必要な杭
くい

や針金などは各
自で用意してください
詳細　生活環境課☎ 058-383-
4232

美しいまちづくり
啓発看板を配布

【7月24日でアナログ放送終了】
　テレビのアナログ放送は 7
月 24 日で終了し、デジタル放
送に完全移行します。
【非課税世帯へ地デジ支援拡大】
　総務省では、経済的な理由で
地上デジタル放送に対応できな
い世帯に簡易チューナーの無償
給付などの支援を行っていま
す。このたび、生活保護世帯だ
けでなく、非課税世帯の方にも
支援対象を拡大しました。
対象　非課税世帯の方
内容　

△
簡易チューナーを無償

配送給付（１世帯１台）

△

電話
による簡易チューナーの設置な
どをサポート
申込と詳細　７月24日（消印有
効）までに申込書、世帯全員が
記載された住民票の写し、世帯
全員分の市町村民税非課税証明
書 (平成 21年以降の所得にか
かるもの。ただし、平成３年４
月２日以降生まれの方の分は不
要 )を総務省地デジチューナー
支援実施センター☎0570-023
724

地デジチューナー
支援拡大します
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予防接種のお知らせ

【麻しん・風しん】
対象　

△

第 1期=1歳～ 2歳未
満は年間を通して接種可

△

第 2
期=幼稚園、保育所の年長児（平
成 16年 4月 2日～平成 17年
4月 1日生）は 3月 31 日

△

第
3 期＝中学１年生 (平成 9年 4
月2日～10年4月1日生）、第4
期＝高校 3年生（平成 4年 4月
2 日～ 5年 4月 1 日生）に相当
する年齢の予診票はすでに交付
済みで接種実施期間は終了。未
接種の方で接種希望の方は 3
月 31 日までに健康管理課へご
連絡ください。
【ＢＣＧ／ジフテリア・百日せ
き・破傷風（DPT／三種混合）】
　市内指定医療機関で実施中。
対象　

△

ＢＣＧ＝生後6カ月未
満、生後3カ月からの接種が望
ましい

△

ジフテリア・百日せき・
破傷風＝生後3カ月～７歳6カ
月未満
【ジフテリア・破傷風（ＤＴ／
二種混合）】
　小学校 6年生を対象に 10月
31 日まででしたが、未接種の

　総合福祉会館周辺の市の有料
駐車場を利用し、2時間を超え
た方に駐車料補助券をお渡しし
ます。母子健康手帳と駐車場入
口で受け取った駐車券を健康管
理課へ提出してください。
対象となる健診など　広報紙の
記事の備考欄に
記載
詳細　健康管理
課☎ 058-383-
1116

乳幼児健診などに
駐車料補助

方で接種希望の方は、健康管理
課へご連絡ください。また小学
校 6年生時未接種者（13 歳未
満）の方で接種希望の方は健康
管理課へご相談ください。
【日本脳炎】
　積極的な勧奨を差し控えたこ
とにより、接種ができなかった
方（9歳～ 13 歳未満）は１期の
不足分（1～ 3回）が接種できま
す。予診票兼接種券がない方は
母子健康手帳を持参の上、健康
管理課へ。また、1期完了後、小
学 4年生～ 13歳未満の方は 2
期接種も可能です。接種時期は
個々により異なりますので、接
種医または健康管理課へご相談
ください。
対象　

△

1期＝3歳～7歳6カ
月未満、9歳～13歳未満(未完了
者 )

△

2 期＝小学校 4年～ 13
歳未満の 1期完了者
備考

　 △

2 期予診票兼接種券
は指定医療機関に置いてありま
す

△

接種希望の方は指定医療機
関に予約し母子健康手帳を持参
し接種しましょう

△

7歳6カ月～
9歳未満の方は、予防接種施行
令で定める対象年齢（9 歳）に

→

→

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

医療機関 詳細

休日に
急病のとき

 3 月の休日急病診療所
 ☎ 058-383-9151
 （受付時間中のみ）

 那加桜町2、総合福祉会館内 /6（日）・13（日）・20（日）・21（祝）・ 
 27（日）　
 いずれも 9:00 ～11:30、13:00 ～ 15:30/ 小児科・内科

 3月の歯科救急当番

  6 日（日）/ごとう歯科☎ 058-389-0282/ 那加信長町 3
 13 日（日）/こなか歯科クリニック☎ 058-380-7171/ 蘇原花園町 1
 20 日（日）/小林歯科医院☎ 058-370-3800/ 鵜沼東町 6
 27 日（日）/五明歯科クリニック☎ 058-385-5045/ 鵜沼大伊木町 2
  いずれも9:00 ～15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

 小児夜間急病センター
 ☎ 058-251-1101

 岐阜市鹿島町 7-1( 岐阜市民病院内 )/月～土曜日 (祝日除く)
 19:30 ～23:00( 受付は 22:30 まで )/ 小児科 (対象は 15歳以下 )

 岐阜市休日急病診療所
 ☎ 058-253-7711

 岐阜市青柳町 5-3/ 日曜日・祝日　
 19:00 ～23:30( 受付は 23:00 まで )/ 小児科・内科

 小児急病センター
 ☎ 058-246-1111

 岐阜市野一色 4-6-1( 岐阜県総合医療センター救急外来 )　
 小児科 (対象は 15歳以下 )

休日や夜間などの急病のときは

達するまで接種できませんので、
ご了承ください
【共通事項】△

市内指定医療機関で予約が必
要です

△
定期予防接種は、原則、

保護者の同伴が必要です。同伴
できない場合は、子どもの健康
状態を熟知する親族などでも可。
ただし、同伴者の同意をもって
保護者の同意とする旨の委任状
が必要です。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116
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　親子遊びや子ども同士の遊
び、親同士の話し合いをまじえ
た相談会です。相談希望の方は、
予約してください。
日時　3月 4日（金） 　9:30～
11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　言葉や行動などに心配の
あるお子さんとその保護者
備考　駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

ことばの相談

　お子さんと、毎日楽しくブ
ラッシングしていますか。
期日　3月 23日（水）
受付時間　9:20～10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　平成 21年 3月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、２歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

2歳児歯科教室

マタニティ－広場

　お子さんの成長を自分で確か
めてみましょう。
期日　3月 24日（木）
受付時間　9:30～10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

　心身ともに、すこやかな子を
産み育てるため、随時、相談を
行っています。相談希望の方は、
予約してください。
内容　思春期、妊娠・
出産、子育てなど
詳細　健康管理課☎ 0
58-383-1116

母と子の健康相談

のびのび測定

【マタニティ－広場1】
日時　3月 10日（木）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が7月１日～
8月 31日の妊婦
内容　妊娠中の体の変化・妊娠
中の栄養・歯の健康・グループ
ワーク
【マタニティ－広場3】
日時　3月11日（金）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が5月１日～
6月 30日の妊婦
内容　お産の進み方・産後の生
活・新生児の保育について話と
実習、先輩ママ・ベビーとの交
流会、子ども館見学
【共通事項】
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
持参品　母子健康手帳、妊娠届
出時にお渡しした資料、筆記用具
備考　

△

夫の参加も可能

△

動き
やすい服装でお越しください

△

駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

期日　3月 15日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　中高年の方
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査
持参品　健康手帳
備考　

△

栄養、歯科相談あり（要
電話予約）

△

心身の健康につい
て、窓口や電話などで定期に個
別相談にも応じています
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1115

日時　３月10日（木）　13:30～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　予約制です
申込と詳細　岐阜保健所☎ 05
8-380-3004

【かかりつけ医のいる方】
　インフルエンザ様症状で受診
する場合は、受診前にかかりつ
け医に相談してください。
【受診医療機関がわからない方】△

平日の 9:00 ～ 17:00= 新型
インフルエンザ健康相談窓口☎ 
058-380-3004 △土・日曜日
と夜間= 地域救急医療情報セ
ンター☎ 058-382-3799
備考　

△

日ごろから、手洗い・
うがい・咳エチケットに心がけ
ましょう

△

最新情報を市ウェブ
サイトで掲載

△

県リアルタイム
サーベイランス http://infect.
gifu.med.or.jp/infl u
/infl ucondition で 県
内の流行状況を掲載
詳細　健康管理課☎0
58-383-1115

インフルエンザかな
と思ったら 福祉の里「健康相談」

日時　3 月 8日（火）13:00 ～
場所　福祉の里 (須衛稲田 7)
相談員　理学療法士、作業療法
士、栄養士、保健師
備考　予約制です。
詳細　福祉の里☎058-370-7500

精神科医による
こころの健康相談

3月の健康相談
気軽にご利用を
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●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内 )／2月 14日、15日、21日、22～ 25日（蔵
書点検）、28日、3月 7日、14日、22日、23日、28日は休館
　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122　3階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内 )／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 (川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日除く）
●歴史民俗資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3／月曜日、祝日の翌日休業

歴史民俗資料館
058-379-5055

●中山道鵜沼宿ボランティアガイド講習会
　中山道鵜沼宿町屋館などを案内するガイドボラ
ンティアを新たに募集します。講習会を受講後、ベ
テランガイドとともに実践を積んだあと、4月から
ボランティアガイドとしてデビューします。ガイド
活動に興味のある方はぜひご参加ください。
日時／ 2月 26 日（土）または 3月 6日（日）いず
れも13:00～ 16:00
場所／中山道鵜沼宿町屋館（鵜
沼西町 1）に集合
対象／ 16歳以上で受講後にガ
イド活動が可能な、鵜沼宿や歴史に関心のある方
備考／

△

参加は上記のいずれか 1回

△

受講にあた
り専門的な知識は必要ありません

△

ガイド活動は原
則、土日祝日に交替で行いますが、平日でも活動で
きます
申込／ 2月 15日～ 25日に電話または直接、歴史
民俗資料館へ

所在地・休業日／下記に掲載

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●市民の劇場「江戸前かかみの寄席」
　テレビ番組「笑点」でおなじみの春

しゅんぷうてい

風亭昇
しょうた

太らの
高座が楽しめる落語会です。
日時／ 4月 9日（土）13:30 開演
（13:00 開場）
会場／文化ホール
出演者／春風亭昇太、三

さんゆうてい

遊亭遊
ゆうじゃく

雀、
江戸家まねき猫ほか
費用／指定席 3500円、指定席ペ
ア券 6000円、自由席 2500円
チケット販売所／市民会館、観光文化課、東ライ
フデザインセンター、川島ライフデザインセン
ター、マーサ 21、サンサンシティマーゴ、サーク
ルＫ、サンクス、セブンイレブン、チケットぴあ（☎
0570-02-9999　Pコード 410-008）
備考／未就学児童の入場はご遠慮ください 

所在地・休業日／下記に記載

音楽の街　各務原音楽の街　各務原

●各務野さくらマーチングバンド
新規団員募集
　市教育委員会が主催する「各務野さくらマーチン
グバンド」では、23年度新規入団児童を募集します。
トランペットやトロンボーン、打楽器を中心とした
マーチングバンドです。楽譜が読めないお子さんや
音楽経験がなくても大丈夫です。入団を希望される
場合は、事前の説明会に参加してください。
対象／市内の小学生 (平成 23年度新 3年生中心）
定員／新 3年生 25人程度　新 5、6年生は若干名
◆事前説明会
日時／ 2月 27日（日）　10:00 ～　
場所／旧岐阜女子商業高校校舎（那加手力町 41）
申込と詳細／学校教育課☎ 058-383-1118

●松が丘音楽教室ピアノ・エレクトーン
発表会
2月 27日（日）　12:00 ～　文化ホール
詳細／松が丘音楽教室☎ 058-370-4545

観光文化課
058-383-1042

●鵜沼宿脇本陣アート展「染めるという表現」
　江戸時代、街道の宿泊施設として置かれていた「鵜
沼宿脇本陣」。忠実に復元したその建物で、染色の
世界を表現します。
期間／ 3月 3日～13日　9:00 ～
17:00（7日は休館・最終日13日
は 15:00 まで）
場所／中山道鵜沼宿脇本陣（鵜沼西
町 1）
出品作家／山根よ志枝（みはなだ会 所属）
備考／

△

駐車場には限りがありますので、できるだ
け公共交通機関でお出かけください

△

名鉄「鵜沼宿
駅」下車徒歩 15分

△

JR「鵜沼駅」下車徒歩 20分△

JR「鵜沼駅」からはふれあいバスも出ています

所在地／産業文化センター6階
休業日／土・日曜日、祝日
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● 3月の巡回図書日程

2
（水）

9:40 ～ 10:10 真墨田神社
10:30 ～ 11:00 貞照寺
13:30 ～ 14:00 加佐美神社
14:30 ～ 15:00 柿沢ふれあいセンター

3
（木）

9:40 ～ 10:20 つつじが丘ふれあいセンター①
10:40 ～ 11:10 鵜沼台中央公園
13:30 ～ 14:10 尾崎サービスセンター前①
14:30 ～ 15:10 東海学院大学短期大学部南

4
（金）

9:40 ～ 10:10 清住町公民館
10:40 ～ 11:10 月丘団地西側
13:30 ～ 14:00 JA西市場跡地
14:20 ～ 15:00 尾崎公園北側

8
（火）

9:40 ～ 10:10 鵜沼東福祉センター
10:30 ～ 11:10 新鵜沼台コミュニティーセンター①
13:30 ～ 14:00 稲羽東福祉センター
14:20 ～ 15:00 東ライフデザインセンター①

9
（水）

9:30 ～ 10:00 川島笠田町公民館
10:20 ～ 11:10 川島振興事務所西駐車場
13:30 ～ 14:00 大佐野町公民館
14:20 ～ 15:00 三井山官舎①

10
（木）

9:40 ～ 10:10 東山ニュータウンふれあい集会所
13:30 ～ 14:00 成清町公民館
14:20 ～ 15:00 稲羽西福祉センター

11
（金）

　9:30 ～ 10:00 尾崎南公園
10:20 ～ 11:00 琴が丘ふれあい会館
13:40 ～ 14:10 丸子公園南側
14:40 ～ 15:10 鵜沼福祉センター

15
（火）

9:30 ～ 10:00 那加地区体育館
10:30 ～ 11:00 尾崎サービスセンター前②
13:40 ～ 14:20 つつじが丘ふれあいセンター②
14:40 ～ 15:10 緑苑パブリックセンター南側

16
（水）

9:40 ～ 10:10 山の前公民館
10:30 ～ 11:10 松が丘松田北公園
13:30 ～ 14:00 蘇原福祉センター
14:30 ～ 15:00 各務福祉センター

17
（木）

9:40 ～ 10:10 弓道場
10:30 ～ 11:10 東ライフデザインセンター②
13:35 ～ 14:05 各務原区コミュニティーセンター
14:30 ～ 15:10 新鵜沼台コミュニティーセンター②

24
（木）

9:30 ～ 10:20 三井山官舎②
10:40 ～ 11:10 稲羽ふれあいセンター
13:40 ～ 14:10 緑苑西公園
14:30 ～ 15:10 おがせ公園

25
（金）

9:40 ～ 10:10 大伊木町ふれあいセンター
10:40 ～ 11:10 鵜沼南町会館
13:30 ～ 14:00 大野町熊野神社
14:30 ～ 15:00 慈光園

●蔵書点検のお知らせ
　所蔵している本の所在を確認するため、蔵書点
検を行います。全図書館のサービスを停止します。
期間／ 2月 22日～ 25日
休館施設／中央図書館、川島ほんの家、もりの本や
さん、中央ライフデザインセンター図書室、移動図
書館さつき号
備考／

△

休館中の本の返却は中央図書館、川島ほん
の家、中央ライフデザインセンター図書室のブック
ポストにお願いします

△
大型絵本やＣＤ（壊れやす

いので）、他の図書館から借りている本はブックポ
ストに返却しないようにしてください

● 3階展示ホール
◆つつじ写楽会第17回写真展
期間／ 3 月 1日～ 6日　9:00 ～ 17:00（1 日は
12:00 ～、6日は 16:00 まで）
詳細／亀田☎ 058-382-1648
◆第14回えのぐばこ生涯教室作品展
期間／ 3月 8日～ 13日　9:00 ～ 17:00（8日は
13:00 ～、13日は 15:00 まで）
詳細／渡辺☎ 058-370-5842
◆フォトクラブかかみの「第8回写真展」
期間／ 3月 16日～ 21日　9:00 ～ 17:00（16日
は 12:00 ～、21日は 15:00 まで）
詳細／伊藤☎ 058-383-2605

●図書館展示コーナー
◆中央図書館
「もうすぐ春」2月16日～3月31日
春をテーマにした季節の本や新入学、
入園準備の本を展示
◆川島ほんの家
「新生活準備本」2 月 26日～ 3月 31日
◆もりの本やさん
「野菜がすきになるえほん」3 月 5日～ 31日
野菜がでてくる楽しい絵本を展示
「春のえほん」3 月 5日～ 31日
「世界の文化を知ろう」3 月 5日～ 31日

中央図書館
058-383-1122

所在地・休業日／右ページに掲載

川島ほんの家
0586-89-2811

所在地・休業日／右ページに掲載

●ひなまつりおはなし会
日時／2月 26日（土）　14:00 ～ 15:00
場所／川島ほんの家　幼児コーナー
対象／幼児・児童とその保護者
定員／おひなさま作りは 20人（当日
9:00 ～受付）
内容／ひなまつりにちなんだおはなしと、おりがみ
のおひなさま作り

●春の自然探険隊～春を見つけて、子ど
も樹木博士になろう！
　知っているようで知らない身の回りの自然を知ろう。
日時／ 3月 13日（日 )　10:00 ～ 12:00
場所／中央図書館 4階、市民公園
対象／小学生 (低学年は保護者同伴・幼児親子も可 )
定員／ 20人（申込順）
講師／井上裕二・森林インストラクター
申込／2月 26日～電話または直接、中央図書館 2
階⑤カウンターへ
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み
ん
な
の
広
場
●

リレーメルヘン

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
） 

木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）
０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）
１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）
５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休
館

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

子
ど
も
館
で
は
、
み
ん
な
で

あ
そ
ぼ
、
お
楽
し
み
行
事
、
育

児
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
、
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
な
ま
つ
り
」

　

音
楽
を
聴
い
た
り
、
歌
っ
た

り
…
乳
幼
児
親
子
、
小
学
生
、

お
じ
い
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も

一
緒
に
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
も
来
る
よ
！

日
時　

2
月
27
日
（
日
）
10
時

30
分
〜
12
時

場
所　

か
わ
し
ま
子
ど
も
館

内
容　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒

に
体
操
、
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー

ト
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
鳴
ら
し

て
あ
そ
ぼ
う
、
お
た
の
し
み
劇

な
ど

●
3
月
の
移
動
子
ど
も
館

日
時　

3
月
８
日
（
火
）
10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

尾
崎
中
央
ふ
れ
あ
い
会

館
（
尾
崎
西
町
１
）

対
象　

地
域
の
乳
幼
児
親
子

内
容　

▽
み
つ
け
て
あ
そ

ぼ
＝
親
子
で
好
き
な
お
も

ち
ゃ
な
ど
を
み
つ
け
て
自

由
に
遊
び
ま
す
▽
み
ん
な

で
あ
そ
ぼ
＝
体
操
・
手
遊

び
・
季
節
の
歌
・
紙
芝
居

な
ど

備
考　

▽
乳
幼
児
の
み
で
の
入

館
は
で
き
ま
せ
ん
▽
育
児
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い

●
そ
は
ら
子
ど
も
館
が
移
転

３
月
29
日
（
火
）
に
オ
ー
プ
ン

す
る
蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
蘇
原
第
一
小
学
校
南
側
）

の
２
階
に
移
転
し
ま
す
。
新
し

い
子
ど
も
館
へ
も
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
各
務
原
市
の
友

好
都
市
で
あ
る
敦
賀
市
の
子
た

ち
と
物
語
を
作
り
ま
し
た
。
今

回
は
前
編
を
敦
賀
市
、
後
編
を

私
た
ち
が
作
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
私
た
ち
5
人
は
学

校
に
集
ま
っ
て
物
語
を
作
り
始

め
ま
し
た
。ま
ず
前
編
を
読
み
、

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
こ
と
を
見

つ
け
ま
し
た
。
す
る
と
、「
白

い
光
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
気
に
な
っ
た

の
で
、
後
編
で
も
使
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
ど
ん
な
構
成
に
す
る

か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
主
人

公
が
ワ
ー
プ
を
し
て
、
親
友
に

会
っ
て
…
と
い
う
内
容
に
な

り
、物
語
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

2
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
作

り
ま
し
た
。
私
の
チ
ー
ム
は
、

主
人
公
が
親
友
に
会
っ
て
話
を

す
る
と
い
う
場
面
を
書
き
ま
し

た
。

　
「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
い
う

行
動
を
す
る
だ
ろ
う
。
ど
ん
な

気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
」
な
ど

と
想
像
し
な
が
ら
書
き
ま
し

た
。
主
人
公
と
親
友
の
気
持
ち

が
お
互
い
に
伝
わ
る
よ
う
に
考

え
て
作
る
の
は
難
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
2
日
間
で
完
成
し
ま
し

た
。
題
名
は
「
タ
ッ
シ
ー
あ
り

が
と
う
」
に
な
り
、
私
た
ち
の

最
高
の
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
の
半
ば
に
、
リ
レ
ー
メ

ル
ヘ
ン
交
流
会
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
場

で
代
表
と
し
て
自
分
た
ち
の
作

品
を
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

敦
賀
の
子
と
た
く
さ
ん
練
習

を
し
て
、
主
人
公
の
気
持
ち
が

し
っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
ま
し

た
。
本
番
は
と
て
も
緊
張
し
た

け
れ
ど
、
み
ん
な
に
主
人
公
の

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
初
め
て
や

る
こ
と
が
多
く
と
ま
ど
い
も
あ

り
ま
し
た
。で
も
、仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
世
界
に
１
つ
し
か
な
い

最
高
の
物
語
を
作
る
こ
と
が
で

き
て
、
と
て
も
よ
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

文
・
蘇
原
第
一
小
学
校
６
年

長
瀨
美
緒
さ
ん

「私たちが作った
一つの物語」
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み
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昨
年
初
め
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

各
務
原
ま
ち
づ
く
り
」
が
、
市

の
特
産
品
づ
く
り
に
生
か
そ
う

と
開
催
し
た
「
に
ん
じ
ん
を

使
っ
た
丼
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」。

12
月
18
日
に
中
部
学
院
大
学
内

で
行
わ
れ
た
料
理
試
作
・
審
査

の
結
果
、
み
ご
と
市
長
賞
を
受

賞
し
た
の
は
山
本
智
子
さ
ん
の

「
に
ん
た
ま
丼
」
だ
。
こ
れ
は
、

た
っ
ぷ
り
の
各
務
原
産
ニ
ン
ジ

ン
と
卵
な
ど
を
使
い
、
と
ろ
と

ろ
の
あ
ん
を
か
け
、
か
に
玉
風

に
作
ら
れ
て
い
る
。
手
軽
に
お

い
し
く
作
れ
、
商
品
化
し
や
す

い
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　

ニ
ン
ジ
ン
が
大
好
き
だ
と
い

う
山
本
さ
ん
。
家
庭
で
は
、
日

ご
ろ
か
ら
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た

料
理
を
作
り
、家
族
み
ん
な
が
、

「
に
ん
じ
ん
畑
」
の
横
を
通
る

と
、「
わ
ぁ
、
お
い
し
そ
う
！
」

と
い
う
ほ
ど
好
き
だ
と
い
う
。

　

に
ん
た
ま
丼
を
作
る
た
め
試

行
錯
誤
を
重
ね
た
。「
ニ
ン
ジ

ン
」
中
心
の
丼
は
、
簡
単
そ
う

で
、
素
材
の
工
夫
が
難
し
か
っ

た
。
と
に
か
く
、「
栄
養
価
の

高
い
ニ
ン
ジ
ン
を
た
っ
ぷ
り
と

れ
、
身
近
な
材
料
で
手
軽
に
作

れ
る
丼
」
に
し
よ
う
と
何
度
も

試
作
。
家
族
の
「
も
う
少
し
あ

ん
が
多
い
方
が
い
い
」
と
の
意

見
も
参
考
に
味
を
調
整
し
た
。

　

ニ
ン
ジ
ン
の
利
用
に
は
普
段

か
ら
工
夫
も
凝
ら
す
。例
え
ば
、

炒い
た

め
て
し
ん
な
り
さ
せ
た
「
し

な
し
な
ニ
ン
ジ
ン
」
を
作
っ
て

お
く
と
「
キ
ッ
シ
ュ
や
ケ
ー
ク

サ
レ
な
ど
い
ろ
ん
な
料
理
に
、

手
軽
に
使
え
ま
す
」と
の
こ
と
。

　

３
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
東
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
青
年

館
で
「
基
礎
の
料
理
」
講
座
の

講
師
と
し
て
も
活
躍
す
る
山
本

さ
ん
。「
各
務
原
は
、
野
菜
の

生
産
者
も
多
く
地
産
地
消
し
や

す
い
場
所
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に

も
地
元
の
お
い
し
い
食
材
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い
、「
こ

れ
か
ら
も
、
講
座
な
ど
を
通
じ

て
各
務
原
の
魅
力
を
食
か
ら
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

「
ニ
ン
ジ
ン
は
各
務
原
の
魅
力
。

　
　
　
　

こ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
丼

ど
ん
ぶ
り

料
理
コ
ン
テ
ス
ト 

市
長
賞
受
賞

　

山
本
智
子
さ
ん

　
「
は
に
わ
」
と
い
う
名
前
は
、

「
埴は

に
わ輪
の
表
情
は
何
か
を
語
り

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
み
た
い

だ
」
と
手
話
の
本
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
文
に
先
輩
方
が
共
感
し

て
、
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、は
に
わ
会
は
昼
の
部
、

夜
の
部
合
わ
せ
80
人
ほ
ど
の
大

所
帯
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
聴
覚
障
が
い

者
の
方
と
の
交
流
を
大
切
に

し
、
毎
週
の
勉
強
会
の
他
、
情

報
交
換
の
場
と
し
て
施
設
見
学

や
出
前
講
座
、
ま
た
交
流
の
場

と
し
て
新
年
会
、
忘
年
会
、
日

帰
り
旅
行
な
ど
楽
し
い
行
事
を

年
に
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
活
動
で
き
な
い
人
も
、

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
聴
覚
障

が
い
者
協
会
と
連
携
し
、
一
致

団
結
し
て
取
り
組
む
仲
の
良
さ

が
自
慢
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

講
演
や
学
校
、
病
院
で
の
通

訳
は
専
門
用
語
も
多
く
、
内
容

を
理
解
す
る
た
め
の
勉
強
な
ど

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
ど

ん
な
時
も
「
伝
え
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
一
番
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

手
話
は
、
向
き
や
上
下
左
右

の
空
間
な
ど
を
使
う
こ
と
に
よ

り
、
手
に
魔
法
を
か
け
た
よ
う

に
そ
こ
に
映
像
が
流
れ
て
い
る

よ
う
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
漢
字
や
物
の
形
、
歴
史
、

聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
か
ら
で

き
た
手
話
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

と
て
も
興
味
深
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
面
白
さ

を
体
験
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

聞
こ
え
な
い
と
い
う
こ
と
を

「
理
解
し
た
い
」「
伝
え
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
仲
間
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。
勉
強
会
は
、
主
に
夜
の
部

は
月
曜
日
、
昼
の
部
は
木
曜
日

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

詳
細　

社
会
福
祉
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
２
６

手話サークル手話サークル
はにわ会はにわ会
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義
士
の
延
命
願
う「
延
命
地
蔵
」

　

岐
南
町
徳
田
の
下
之
切
霊
園
に
、
高
さ
１
６
５
㎝
の

御
堂
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
堂
内
に
は
土
台
石
の
上
に

本
尊
と
石
碑
の
ほ
か
「
延
命
地
蔵
」
が
安
置
さ
れ
、
地

蔵
の
背
面
に
は
「
元
禄
十
六
（
１
７
０
３
）
年
四
月

二
十
四
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

下
徳
田
の
人
々
は
、
延
命
地
蔵
の
由
来
を
江
戸
時
代

の
忠
臣
蔵
四
十
七
士
の
延
命
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。
元
禄
14
年
3
月
14
日
、
播
州

赤あ
こ
う穂
藩
主
浅
野
内た

く
み
の
か
み

匠
頭
が
江
戸
城
で
吉き

ら良
上こ

う
ず
け
の
す
け

野
介
に
切

り
つ
け
、そ
の
罪
を
問
わ
れ
切
腹
し
た
事
件
を
発
端
に
、

翌
年
の
12
月
14
日
、
家
臣
の
城
代
家
老
大お

お
い
し石
内く

ら
の
す
け

蔵
助

以
下
四
十
七
士
が
主
人
の
仇か

た
き
を
討
ち
ま
し
た
。
こ
の

四
十
七
士
は
義
士
と
し
て
武
家
や
庶
民
の
間
で
共
感
を

呼
び
、
大
石
ら
の
延
命
を
願
う
人
々
に
よ
り
延
命
地
蔵

尊
建
立
の
運
動
も
行
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

下
徳
田
は
江
戸
時
代
に
は
幕
府
領
で
、
笠
松
代
官
所

の
管
轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。
地
役
人
に
は
赤
穂
藩
浅
野

家
に
縁
の
あ
る
大
垣
戸
田
家
や
、
鳥
羽
内
藤
家
と
関
わ

る
人
々
も
お
り
、
四
十
七
士
の
延
命
を
願
い
ま
し
た

が
、
討
ち
入
り
約
2
カ
月
後
の
元
禄
16
年
2
月
4
日

に
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
切
腹
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
件
か
ら
約
３
０
０
年
後
の
私
た
ち
の

身
近
に
も
「
忠
臣
蔵
」
は
生
き
て
い
ま
す
。「
大
垣
城

絵
図
」
に
は
城
下
に
浅
野
屑
右
衛
門
と
い
う
浅
野
内

匠
頭
の
息
子
と
さ
れ
る
名
が
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、加
納
藩
戸
田
領
（
大
垣
戸
田
家
と
親
戚
）

や
柳
津
、
高
桑
（
岐
阜
市
）
に
も
赤
穂
浪
士
の
墓
と

伝
わ
る
碑
が
あ
る
そ
う
で
す
。

伝
統
行
事
と
と
も
に
伝
わ
る
歴
史

　

下
徳
田
で
は
、
昔
か
ら
4
月
24
日
に
「
地
蔵
様
祭

り
」
を
行
い
、村
の
青
年
衆
（
団
）
が
の
ぼ
り
を
立
て
、

俳
句
（
狂
俳
）
を
書
い
た
提ち

ょ
う
ち
ん灯
を
吊
る
し
て
各
家
で

作
っ
た
ぼ
た
餅
を
お
供
え
し
ま
す
。
夕
方
に
は
行あ

ん
ど
ん燈

に
火
が
灯
り
、
人
出
で
に
ぎ
わ
う
中
、
提
灯
の
句
を

読
ん
で
い
く
人
た
ち
か
ら
は
楽
し
げ
な
笑
い
が
絶
え

ず
、
地
蔵
様
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
僧
侶
が
来
て
読
経
が
始
ま
る
と
、
多
く

の
人
が
お
堂
に
向
っ
て
無
病
息
災
を
お
願
い
し
、
お

供
え
の
餅
を
食
べ
て
命
が
永
ら
え
る
よ
う
に
祈
り
ま

す
。
そ
し
て
夜
中
の
10
時
に
な
る
と
、
人
々
は
隣
の

北
野
神
社
に
集
ま
り
、
暗
闇
の
中
で
「
探
り
餅
」
と

い
う
餅
ま
き
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
郷
土
の
歴
史
に
残
る
延
命
地
蔵
祭
り

を
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

文
・
木
曽
川
学
研
究
会
考
古
学
部
会
員　

大
竹
庸
元

徳
田
の
延
命
地
蔵
と
忠
臣
蔵

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
雪
景
色
の
「
炉
畑
遺

跡
」
で
す
。

　

県
の
史
跡
で
あ
る
炉
畑
遺
跡
は
、
縄

文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
集

落
遺
跡
で
、
昭
和
40
年
代
に
５
回
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら

は
縄
文
土
器
や
石
製
品
な
ど
、
当
時
の

生
活
に
使
わ
れ
た
多
数
の
道
具
が
出
土

し
、
昭
和
49
年
に
こ
れ
ら
の
出
土
品
が

県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
に
、
既
設
の
６
基

の
竪
穴
式
住
居
の
周
囲
に
広
場
や
森
、

小
川
を
配
し
た
縄
文
集
落
の
よ
う
な
公

園
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細　

文
化
財
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

１
４
７
５

御堂

延命地蔵



　楽器体験フェア

地震体験会　

　県ドクターヘリ合同訓練

文化財防火デー防火・防災訓練　
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初めての楽器、気分はミュージシャン！
　「聴くだけの音楽から、参加する音楽へ」をテー
マに、いろいろな楽器の演奏を体験できるイベント
「楽器体験フェア」が開催されました。
　体験できる楽器には、おなじみのフルートやトラ
ンペットなどの管楽器から、エレキギターや和楽器
の箏
こと

、また電子ドラムといった電子楽器も。
　来場者は初めて体験する楽器に興味津々で、スタ
ッフの説明を受けながら、音が出るたび「きれいな
音が出たよ」など喜びの声をあげていました。

(1月 16日・あすかホール）

日本の生活で不可避な「地震」を体験
　川島小網町の県広域防災センターで、市内在住の
外国人を対象に、災害発生時の対処法などを学ぶ「地
震体験会」が開催されました。
　市内のブラジル人学校「ノヴァ・エタッパ」の児童・
生徒や保護者など約 60 人が、同施設の地震体験装
置や濃煙迷路などを体験。地震がほとんどないとい
うブラジル出身の子どもたちは、「濃尾地震」など
過去の大地震を再現した装置の大きな揺れに「怖か
った」「とても立っていられない」と驚いた様子で
した。　　　　　　　　　　　　　　  (1 月 21日 )

文化財を守る「防火の心」
　1月 26日は、昭和 24年に法隆寺の金堂で火災が
発生したことから、「文化財防火デー」として全国
で防火運動が行われています。
　市でも、指定文化財の「薬師如来坐像」と「不動
明王像」を所蔵する那加雄飛ヶ丘町の薬師寺で、地
元自治会や消防本部などによる防火・防災訓練が行
われました。訓練では、火災が発生した際の通報訓
練や、文化財を安全な場所へ移動する持ち出し訓練
などを実施。最後には放水訓練を行い、文化財保護
への気持ちを新たにしました。　　　  (1 月 23日 )

命を守るために！冬空の訓練
　2月上旬から県内で、救急現場から医療機関まで
患者を迅速に搬送する「ドクターヘリ」の運用が開
始。それに先立ち、市消防本部、県防災ヘリコプタ
ーの合同訓練が勤労青少年運動場で行われました。
　訓練は、実際の現場で連携して適切な搬送・処置
ができるように、さまざまなケースを想定して実施。
防災ヘリが救助した負傷者をドクターヘリに乗せ換
えての搬送や、木曽川河川敷を想定してヘリの着陸
地点に消防隊が放水するなど、本番さながらの緊迫
した訓練が行われました。　　（1月 24日・25日）
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大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　　

パッチワーク・キルト「花舞」
山
や ま が

家智恵さん・那加柄山町

民ギャラリー市

柴田　虎
こ て つ

哲くん　（Ｈ 21．2．8生）

　公園で遊ぶのが大スキなこっちゃ
ん。元気にすくすく大きくな～れ！（お
父さんの一直さん、お母さんの加代子さ
ん・川島松原町）

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69

電話●058-383-1111（代） ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp/

市人口 /149,645人〔男 73,989人 女 75,656人〕世帯数 /55,369世帯　（平成23年 1月 1日現在）

山田　咲
さ く ら

良ちゃん　（Ｈ 18．3．4生）

　咲良のその笑顔、パパとママは大好
きだよ。これからも姉妹仲良く、笑顔
を見せてね。（お父さんの真也さん、お
母さんの美奈子さん・鵜沼大伊木町4）

もともと興味があったパッチワーク・キルト。
友人といっしょにはじめて 17 年になりますが

作品が出来上がった時の感動は今も変わりません。
パッチワーク・キルトは

布を大切にすることからはじまったこともあり
温かさが感じられます。

その原点に立ち返って古布を使って作品をつくることも。
これからも仲間といっしょに

互いに支え合いながら続けたいと思っています。

「各務原キムチ」ドラマ化 !　NHK開局70周年記念ドラマ「恋するキムチ」2月18日(金) 19:30～ NHK総合
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